


2026 年度法政大学大学院デザイン工学研究科入学試験（7 月） 問題・解答用紙 
試 験 科 目 専  攻 参照 電卓 受 験 番 号

建築計画

（ 1 枚目／ 1 枚中） 

建築学専攻
可

・

不可

可

・

不可

氏  名

※参照可の場合（ ）

【問 1】集合住宅の住戸配置におけるリビングアクセス方式について、その特徴を述べ、計画時に留意すべ

き点を２点挙げなさい。

【問 2】以下の用語群から３つを選び、その用語を建築計画的観点から説明しなさい。 
【用語群】

プロクセミクス TKB  PFI デン コートハウス

選んだ用語：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

説明：

選んだ用語：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

説明：

選んだ用語：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

説明：

（出題意図と評価基準） 

【問1】住宅計画における基本的な用語について、 

・その知識（6点）

・建築計画に応用できるか（10点（5点＊2））

以上２点を確認する。 
【問 2】建築やその周辺領域において用いられる用語について、特に建築計画
的な観点から論じさせることで 

・基本的な知識（4 点＊3）

・計画学的な考察力（4 点＊3）

以上２点を確認する。 



2026 年度法政大学大学院デザイン工学研究科入学試験（7 月） 問題・解答用紙 
試 験 科 目      専  攻 参照 電卓 受 験 番 号 

 
歴 史 

 
（１枚目／１枚中） 

 
 

建築学専攻 不可 不可 

     

氏  名 
 

                             ※参照可の場合（                ） 
 

 
 
問１ 以下の各建築様式について、A～N の中から最もふさわしいものを二つずつ選び（  ）にそのアル

ファベットを記入しなさい。 
 
  
ギリシア（    L     M      ）   ロマネスク（   A     D    ） 
  
 
ゴシック（   B     C    ）   ルネサンス（   H     N    ）    
 
 
バロック（   G     J    ） 
 
 
 
A ダラム大会堂   B アミアン大会堂   C キングズ・カレッジ礼拝堂  D クリュニ修道院   
 
E アヤ・ソフィア大聖堂   F サン・マルコ大聖堂  G ヴェルサイユ宮殿    
 
H ブルネレスキ  I フォルム  J ル・ノートル  K 建築十書   L アゴラ   
 
M エレクテイオン  N プラテレスコ  
 
 
問２ 以下の各建築様式等について、A～N の中から最もふさわしいものを二つずつ選び（  ）にそのア

ルファベットを記入しなさい。 
 
 
和様   （    C     L     ）    大仏様 （     E      J      ）     
 
 
禅宗様 （    D     H      ）   新和様・折衷様 （     B      G     ） 
                         
 
権現造 （    A     N      ）   
 
 
 
A 大崎八幡宮   B 長弓寺本堂   C 唐招提寺金堂   D 円覚寺舎利殿   E 浄土寺浄土堂 
 
F 皇大神宮    G 鶴林寺本堂    H 詰組    I 帳台構   J 挿肘木     K 千木  
 
L 柱頭のみの組物    M 付書院    N 石の間 
 
出題の意図 
西洋建築史と日本建築史において、大学院入学に必要な広く一般的かつ基礎的な知識を問うことを意図して

いる。 
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解答例

問1の出題意図：構造力学の基本的理解度，物理現象を視覚的に
整理する能力，理論を実設計に応用する能力について評価する。

W
BD

WD
3H

WD
2H

W
BD

2W
BD

4W
BD

WD
6H

WD
3H

WD
2H

4W
BD

WD
6H
2W
BD



2026!"#$%&%&'()*+,&-./0&1237456 789:;<= 
16 26 /6 > 6 6 6 6 6 ?6 6 @ AB CD E6 26 F6 G 

 
H6 I 

 
32J>K2JL5 

 
 

6 6 MN&6 ?@ OP OP 

     

Q6 6 R 
 

                           6 SABPTUV36 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 5 
kîoiçåé]ëSíÖïñóQS0™´¨≠3ÆØ:

∞+±Xò$0≤v8≥¥RëSí<=ß3WX8≥

¥RëSí<NeFSíQjFW=p

p

ëSí<:∞V.§8≥¥np

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

$

!%#! q#" $%&WX8µ∂O∑∏π*3∫ª5$

ºáΩæø.+¿ø&<¡ª+±ÑÖ=¬√ÅQSº

á3ƒùÖ≈t+ #%#()&'067Ö≈t+ & N∆«P
GOÖR0¡ò$«\2íÖÅ>h»… ÀX,3Ã

ÑÖ=2G0`58Õ¬√ÅN¡ªÅ>Œ8ÑÖ3Ã

ÜXQ=eFX<œ–8¬—+√¬õ$“ú�W=8

H0”‘Nø.3∞«>’†]÷ÑÖ=klmn*mop
$
$ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $

p p p p p p p p p p p p &>◊ÿïŸ0'>'( qp
⁄€‹›ÿfi+ö&p

p p

p p p p! q#"p

p

“únp

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

!&#÷8ÖRfl‡+·¢Ö‚„4k‰Â4]8 G,

ÊOo+ "-ÁIVË0Ä3‚„ÈÍÎÏ3ÌÓ+ qm0

Ôµ$“ú�W=Í∏Ò+vOG“úPG,WO=kl

mn*mop
p

‚„4np

p

" mÚnp

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

q mÚnp

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

p

$

$

$

$

$

p

解答例

問2の出題意図：理論と実験の差異から現象を論理的に考察す
る思考力について評価する。

ベタ基礎の一端が浮き上がると，水平力と接地圧の関
係は線形関係ではなくなる。浮き上がり量が大きくなれ
ばなるほど，接地圧は急激に増大し，終いには地盤の地
耐力を超え，建物全体が転倒に至ってしまうことが予想
される。したがって，設計上，なるべくベタ基礎は浮き上
がりが生じないようにするべきである。

そのためには，同じ重量Wの建物の場合，D/Hを大きく
することで，水平力に対してより安定したベタ基礎とす
ることができる。

国立代々木競技場

半剛性吊屋根構造

なお，今後同様の問題で，この解答例と同様の解答があ
った場合，その解答は無効とする。

理論値は，微小たわみを仮定した線形弾性理論に基づ
いて算出されたものである。しかし，試験体は「細長い
ロッド状」であり，実際の変形は微小たわみの仮定が成
立しないほど大きくなった可能性がある。

その場合，変形中に軸方向の伸び縮みや幾何学的非線
形性の影響が現れ，鉛直たわみは理論値より小さくな
る。また，曲げ変形に伴って軸線がわずかに傾くため，
水平たわみも支点側に生じる。

このように，理論式の前提とする仮定条件（微小たわみ
の仮定）と実際の変形状態の不一致が，理論値と実験
値の差を生じさせた主な要因と考えられる。

問3の出題意図：構造設計上の意図を正確に把握し，図や言語によ
って表現する能力について評価する。

国立代々木競技場の屋根は，スパン約120 mの吊り橋状に
張られた2本のメインケーブルから，スタンド後端に向かっ
て吊り材が掛け渡されている。この吊り材には，一般的な吊
屋根で用いられるような引張専用のケーブル材ではなく，曲
げ抵抗可能な鉄骨梁が採用されている。

これにより，吊屋根構造の弱点である風荷重に対する不安定
性が大きく改善されているだけでなく，ケーブル構造特有の
「形態が力学条件に強く拘束される」という制約から解放さ
れ，より自由度の高い造形表現が可能となっている。

半剛性吊屋根構造の採用により，構造的合理性と建築的造
形性の両立が図られている。

メインケーブルに採用された制振ダンパー

ケーブル構造は，ケーブルの張力変化をほとんど伴わない
幾何学的変形によって振動する場合が多いため，一旦風や
地震によって振動が生じると，減衰しにくく，長時間揺れが持
続してしまう性質をもつ。

この問題に対して，国立代々木競技場では，メインケーブル
と支持柱の接合部に制振ダンパーを配置し，振動時に生じ
る相対変位エネルギーを粘性抵抗によって吸収する仕組み
が採用されている。

これにより，ケーブル系および屋根全体の動的応答が効果的
に減衰され，吊屋根構造に特有の風や地震による長周期振
動の抑制が実現されている。



2026 年度法政大学大学院デザイン工学研究科入学試験（7 月） 問題・解答用紙 
試 験 科 目  専  攻 参照 電卓 受 験 番 号

環境

（1 枚目／2 枚中） 
建築学専攻 不可 不可 氏  名

【注意】「環境」の出題数は全 6 問である。計算問題は途中式を示し、指定 

された桁数で解答を求めなさい。解答には単位も示すこと（減点対象）。

2. 右図に示す平屋の建物があり、右表に示す熱性能の外皮

で構成されている。開口部は、図で見えている壁面にし

かない。また、室内には 3.5 kW の加熱能力の暖房器具

があるが、運転はしていない。外気温－5 ℃、室温 20 ℃、

換気回数 0.36 回/h で、空気の容積比熱を 1200 J/(m3･K)

とした時、以下の問いに答えなさい。（解答は小数第 2 位

まで）

3) 上記の状態から暖房運転を開始し、安定した時の室温を求めなさい。。

採点

20m

10 m
13m × 2m5m

4m × 1m

熱貫流率
[W/m2 K]

0.1開⼝部
0.5屋根
0.8外壁
0.4床

1. 室内音響計画における音響性能（音の聞きやすさ）の要件について、解説しなさい。

A. 音源特性、空間特性、外部環境特性に起因する要件に分けて説明する。

1) この建物の外皮平均熱貫流率 UA 値を求めなさい。

2) この建物の熱損失係数 Q 値を求めなさい。

A. 26.74 ℃

A.  0.57  W/(m2・K)

A.  2.60  W/(m2・K)



2026 年度法政大学大学院デザイン工学研究科入学試験（7 月） 問題・解答用紙 
試 験 科 目  専  攻 参照 電卓 受 験 番 号

環境

（2 枚目／2 枚中） 
建築学専攻 不可 不可 氏  名

4. 右図の建物の外壁における風圧係数を C1、C2とする。外部

風速が 3 m/s、空気の密度が 1.2 kg/m3 であったときに、以

下の問いに答えなさい（解答は小数第 2 位まで）。

C2=－0.2

外部⾵ 開⼝2

C1=+0.4

開⼝1

3. 真太陽時 12 時において、太陽高度が 30°で法線面直達日射量が 300 W/m2 であった。水平面天空日射量が120 

W/m2 の時、①水平面全天日射量と②南向き壁面における鉛直面全天日射量を求めなさい（解答は小数第 1 位ま

で）。

1)外部風による風圧力を求めなさい。

A. 5.40 Pa

2)開口 1 の入口と開口 2 の出口における圧力差を求めなさい。

A. 3.24 Pa

5. 室内における表面結露を防ぐのに有効な対策について解説しなさい。

A.行為、設備、建築による対策に分けて説明する。

6. 建築物における LCCO2を低減するための方策について解説しなさい。

A.建築物のライフサイクルの各段階について、それぞれ方策を説明する。

出題意図：本試験は、建築環境工学分野に関する基本的な知識を評価する。

A. ①  270.0  W/m2  ② 319.8 W/m2 



2026 年度法政大学大学院デザイン工学研究科入学試験（7 月） 問題・解答用紙 
試 験 科 目 専  攻 参照 電卓 受 験 番 号

構法

（１枚目／１枚中）

建築学専攻 不可 不可 氏  名

※参照可の場合（ ）

【材料】JAS と略称される規格について、正式名称を日本語と英語で答えよ。また、JAS 規格への適合が

求められる建築材料を答えよ。また、このような規格を定める目的について簡潔に述べよ。

・日本語名称：

・英語名称：

・建築材料：

・規格の目的：

【施工】鉄筋コンクリート造について、コンクリートの打設時に鉄筋から型枠パネル内面までの距離（かぶ

り厚さ）を確保する方法を図示せよ。

【工法】在来軸組工法について、土台と柱の接合部の仕口形状を立体的に図示せよ。また、図示した仕口の

名称および土台と柱の部材断面寸法を図中に記入せよ。

【法規】2025 年 4 月の建築基準法改正により、木造建築物における壁倍率の上限が変更された。改正前の

倍率の上限と改正後の倍率の上限を答えよ。

改正前の壁倍率の上限：

改正後の壁倍率の上限：

日本農林規格

Japanese Agricultural Standards

製材、集成材、合板等

農林水産品や食品の品質を一定以上に保ち、生産流通の合理化や、消費者の利益保護、
公正で円滑な取引を促進するため。

型枠と鉄筋に対してドーナツスペーサーの設置が正しく描かれていること。

柱の下端部にホゾ、土台にホゾ穴が描かれていること。柱の部材断面寸法は
105mm角または120mm角、土台の部材断面寸法は120mm角が一般的。

5.0

7.0

出題意図:現代社会において戸建て住宅規模の建物を計画・建設する際に必要となる基礎的な知識を確認することを  
　　　　　目的とする。


